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食品衛生レビュー№26●無許可飲食店でノロウイルス食中毒

　飲食店営業者の皆様が「無許可で営業して、食中毒なんて」と思うことが発生しました。3月に山梨県甲府市の飲食店でノロウイルス食中毒が発生したましが、無許可営業だったと山梨県が発表しました。事件の概要を紹介してから、営業許可とは何かを説明します。3月23日の時事通信は次のとおり発信しました。

無許可居酒屋で15人食中毒＝10人からノロウイルス－甲府（時事2011/03/23）

山梨県は23日、甲府市の居酒屋で食事をした20～30代の男性客15人が発熱や嘔吐などの症状を示し、うち9人のほか、調理者1人からもノロウイルスを検出したと発表した。この居酒屋は県の許可を受けずに営業していたという。
　客には山梨大（同市）の学生も含まれているとみられるが、入院した人はおらず、全員が回復している。8日昼、マグロ丼や鳥の空揚げ定食などを食べたという。
　同県によると、この居酒屋は2009年にオーナーが交代、食品衛生法に基づく営業許可を取っていなかった。県は18日に営業停止とした。
　県の発表と併せてまとめますと、8日昼に食べて、9日に初発（発症者は17人中15人）。17日午後2時半に発症者から県庁へ連絡。連絡を受けた管轄の保健所は、食中毒調査と無許可営業であることを確認して、18日に営業を行わないよう指示しています。23日に文書で営業を行わないように命じ（無許可営業ですので営業停止処分ではありません）、ノロウイルス検査結果を確認して公表しました。なお、18日に営業しないように指示していますので、公表により、17日までの利用者から症状があったとの届出がある可能性が十分あります。公表は営業者にとって不利益ですが、被害者救済の一つと考えます。
病因物質がノロウイルスですが、昼食に提供された食品は、二枚貝ではなくてマグロ丼や鳥の空揚げですので、調理者からの二次汚染が強く疑われます。17日午後の探知ですので、保健所が発症者等へ検便容器を渡したのが早くても17日夕方、回収は翌日の18日以降で、検査したことになります。その結果、発症者9人及び調理者1人からノロウイルスが検出され、遺伝子型が一致したものと考えられます。10日も経っているのにノロウイルスが検出なんてと、疑問を持つ方もおられるかも知れませんが、ノロウイルスの場合は、症状が治まっても2週間程度（長い場合は4週間以上）は糞便から検出されていますので、十分に考えられます。

ノロウイルス食中毒発生防止ですが、症状が治まっても2週間程度は糞便から排出されるのと、感染しても症状が現れない不顕性感染者もいるので、日頃から丁寧な手洗い（石けんを使い泡立ててもみ洗い、水で流し、乾燥、アルコール消毒）が重要となります。また、飲食店等において症状が治まってから2週間も店を再開できないと、経営上大きな問題となります。そこで私個人として、症状が治まった数日後にはノロウイルスの排出量が少なくなるので、回復後の数日後から丁寧な手洗いを励行し、マスクをして調理しても良いと思います。なお、サルモネラもノロウイルスと同様に、回復後数週間排出しますし、不顕性感染者がいます。

寒く乾燥した時期ですと、ノロウイルス感染が子供たちから始まります。子供が「お腹に来る風邪」のようなノロウイルス症状を呈したら、飲食店等での調理・製造・加工に携わっている皆様は、子供から感染する可能性がありますので注意が必要です。ある大手の製パン会社では、子供がノロウイルスのような症状を呈したら、保護者は症状がなくても製造には携わらないと聞きました。

　1年以上無許可で営業していたことについて、営業許可書には営業者の名前が記載されており、言い訳はできないと考えます。飲食店等の営業許可は食品衛生法第52条の規定によって営業者へ許可するもので、施設基準の適合及び食品衛生責任者の設置が義務付けられています。甲府市の飲食店は2009年にオーナー（営業者）が交代したようですので、営業許可の取り直しが必要でした。交代してから1年以上経過しているので、保健所は何回か監視指導をしており営業者を確認していると思います。しかし、その際に虚偽の応対をしていれば、把握できないことがあります。私自身、食中毒発生の際に無許可営業だったことは経験ありませんでしたが、苦情（クレーム）があり立入調査の際に、無許可営業だったことはありました。

　無許可営業の食中毒は、自動車の無免許運転での交通事故と同じですので、たとえ保険に加入していても支払われないと考えます。営業取り消し処分の際は2年間営業許可を受けられません。この食中毒事件は、無許可での「営業しないように」との命令ですので、この営業者は2年間許可申請ができないと考えられます。

　現職の頃、「居抜き（調度品や設備を残してあるもの）で営業するので、現場を見ずに許可」「なぜ、居抜きなのに許可してもらえないのか」という営業者がいました。しかし、現場を見てからの許可で、調理場内の手洗い設備が取り外されていれば、施設基準に適合しなくて、居抜きであっても直ぐに許可できません。

　最後に、ノロウイルスの場合、症状が無い不顕性感染者がいますので、他の微生物による食中毒発生防止も兼ねて、日頃から手洗いの励行をしてください。居抜きでも新規許可が必要です。必ず営業許可を得てから営業してください。（笈川和男）






